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✞001 聖書 Bible 

◆キリスト教の聖書（66 の書）は、「旧約聖書」と「新約聖書」に大きく２つに分類されます。 

・旧約聖書 the Old Testament(旧 い 契 約)：BC950 頃～BC150 頃、「39 の書」が主にヘブライ語

（とアラム語）で書かれました。→キリスト教の「旧約聖書」＝ユダヤ教の「聖書」。 

・新約聖書 the New Testament(新しい契約)：AD 50 頃～AD120 頃、「27 の書」がギリシア語で書

かれたキリスト教の正典。聖書を読むと、イエスの言葉としてアラム語が使用されていること

から、「説教」はアラム語で行われていたと思われます。 

 

※ヘブライ語（＝ヘブル語、ヒブル語）：古代、パレスチナに住んでいたヘブライ人（ユダヤ人）

が母国語として用いていた言語。ヘブライ語には、「古代ヘブライ語（または聖書ヘブライ語）」

と、現在イスラエル国で話される「現代ヘブライ語」とがあります。現代ヘブライ語はヘブラ

イ語で「イヴリート（イヴリット）」と呼ばれ、古代の聖書ヘブライ語は「聖なる言葉」「神の

言語」とされていました。 

※アラム語：BC10～BC8 世紀頃、西アジアで広く用いられ、ペルシア帝国では公用語でした。文

字は北セム系で、ヘブライ文字の基になり、アルファベットの成立やアジア諸言語の表記法に

影響を与えました。 

 

◆聖書とは、 

神が言葉を「吐き出し」、それを著者たちに「吹き込んで」、その思いを導き、 

神が書いてもらいたいと思った通りのことを啓示し、 

著者たちが霊感によって（Ⅱテモテ 3：16）、そのまま書かれた神の言葉です。 

 聖書はすべて神の霊の導きの下に書かれ、人を教え、戒め、誤りを正し、義に導く訓練をするう

えに有益です。（Ⅱテモテへ 3：16） 

 

◆聖書は人生の書です。聖書は信仰の書です。聖書はキリストの書です。聖書は人間を改造する書

です。聖書は教養の書です。聖書は人類の書です。聖書は世界のベスト・セラーです。・・・ 

（日本聖書協会がＳ40 年頃に作成した聖書販促チラシより） 

 

◆聖書では、神について、次のことが「啓示」されていると言われます。 

 神 の 心：神はどういうお方であるのか。 

 神の方法：人間の考えた方法と神の方法とは如何に異なるか。 

 神の計画：神がいかにして人間を回復なさるか。 

 

◆信仰 faith（πίστις ピスティス：ギリシア語） 

信仰とは自分勝手な思い込みではなく、常に変わることのない唯一の全能の神という明確な対象

に向けて心を高め、神との関係を正しくすることです。 

 


